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テ
ロ
を
無
く
す
、
日
本
の
支
援
は

テ
ロ
組
織
「
イ
ス
ラ
ム
国
」
に
よ
る

日
本
人
人
質
事
件
は
、
鶴
岡
市
民
に
も

大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

８
日
に
は
市
内
で
後
藤
健
二
さ
ん
を

追
悼
す
る
つ
ど
い
も
開
か
れ
ま
し
た
。

非
道
な
テ
ロ
を
無
く
す
こ
と
は
、
国

際
社
会
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
市
民

の
強
い
願
い
で
す
。

し
か
し
、
戦
争
で
は
テ
ロ
は
無
く
な

ら
ず
、
む
し
ろ
報
復
の
連
鎖
を
生
む
こ

と
も
明
ら
か
で
す
。
貧
困
を
無
く
し
、

憎
し
み
を
和
ら
げ
て
い
く
粘
り
強
い
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

鶴
岡
で
憲
法
と
平
和
を
考
え
る

先
年
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
農
業
支

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
方
（
酒
田

出
身
）
の
お
話
し
を
聞
く
会
が
出
羽
庄

内
国
際
村
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
支
援
活
動
は
丸
腰
だ
か
ら
こ
そ
安

全
。
『
戦
争
し
な
い
国
』
と
し
て
尊
敬

さ
れ
る
日
本
人
は
ど
こ
で
も
受
け
容
れ

ら
れ
る
。
自
衛
隊
の
派
兵
は
私
た
ち
を

危
険
に
し
、
活
動
を
困
難
に
す
る
」
と

い
う
お
話
し
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。

安
倍
首
相
は
人
質
事
件
を
口
実
に
し

て
「
安
全
保
障
法
制
整
備
を
急
ぐ
」
と

言
い
、
来
年
の
参
院
選
後
に
「
憲
法
改

正
を
発
議
す
る
」と
も
明
言
し
ま
し
た
。

イ
ラ
ク
戦
争
に
は
、
神
町
駐
屯
地
か

ら
も
約
５
百
人
が
派
兵
さ
れ
て
い
ま

す
。
安
倍
政
権
が
進
む
道
は
、
山
形
県

か
ら
も
戦
死
者
を
生
む
道
で
す
。

い
っ
せ
い
地
方
選
挙
で
安
倍
首
相
の

野
望
を
打
ち
砕
き
、
九
条
が
花
開
く
日

本
へ
の
道
を
切
り
開
き
ま
し
ょ
う
。

鶴岡市の国保会計

単年度収支 基金残高

24年度末 ▲2億8155万円 5億2593万円

25年度末 1億2440万円 5億5206万円

26年度見込 ▲3億2315万円 4億6872万円

27年度予算 ▲1億7355万円 2億9516万円

28年度推計 ▲4億0784万円 0

29年度推計 ▲6億2366万円 0

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

分
も
１
万
円
ア
ッ
プ
し
17

万
円
に
、
介
護
納
付
金
分

は
２
万
円
ア
ッ
プ
し

万
16

円
に
、
合
計
で
４
万
円
増

の

万
円
と
な
り
、
前
年

85
度
４
万
円
ア
ッ
プ
に
続
き

２
年
連
続
の
引
き
上
げ
が

３
月
議
会
に
提
案
さ
れ
ま

す
。課

税
限
度
額
を
超
え
る

世
帯
は
、
医
療
分
で
２
２

６
世
帯
（
１
・
２
％
）
、

後
期
支
援
分
で
３
７
６
世

帯
（
２
・
０
％
）
、
介
護

分
で
１
９
５
世
帯
（
２
・

０
％
）
で
、
限
度
額
引
き

上
げ
に
よ
る
市
民
負
担
増

は
約
１
０
０
０
万
円
と
の

こ
と
で
す
。

退
職
医
療
制
度
の

新
規
適
用
を
廃
止

国
保
に
加
入
し
て
い
る

歳
未
満
の
人
の
年
金
受

65給
権
の
あ
る
人
は
退
職
医

療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

新
規
適
用
が
平
成

年
度

27

か
ら
廃
止
さ
れ
、
一
般
保

険
者
と
な
り
ま
す
（
現
加

入
者
は

歳
に
な
る
ま
で

65

継
続
）。

全
て
の
医
療
費
が

共
同
事
業
に

こ
れ
ま
で
医
療
費
負
担

の
多
い
市
町
村
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
１
件
30

万
円
以
上

万
円
未
満
の

80

医
療
費
を
対
象
に
「
保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
」

が
県
単
位
に
取
り
組
ま
れ

て
き
ま
し
た
が
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

国
保
税
率
は
据
え
置
き

国
保
税
は

年
度
は
据

26

え
置
き
さ
れ
、

年
度
に

27

つ
い
て
も
医
療
給
付
分
は

共
同
事
業
の
収
支
が
改
善

す
る
見
込
み
か
ら
改
定
を

お
こ
な
わ
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
支
援
金
分

に
つ
い
て
は
全
国
統
一
単

価
が
１
人
当
た
り
５
万
６

４
５
０
円
（
３
・
６
％
増
）

が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
加

入
者
数
が
３
・
６
％
減
と

な
り

年
度
の
精
算
額
が

25

１
億
９
８
６
９
万
円
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
税
率
を

据
え
置
き
と
し
、
介
護
納

付
金
分
に
つ
い
て
は
同
６

万
２
２
０
０
円
（
▲
１
・

７
％
）
が
示
さ
れ
、
同
精

算
額
が
８
９
３
９
万
円
見

込
ま
れ
、
同
じ
く
据
え
置

き
と
し
ま
し
た
。

課
税
限
度
額

万
円

85

に
４
万
円
ア
ッ
プ

法
令
等
に
よ
る
制
度
改

正
で
は
、
課
税
限
度
額
の

引
き
上
げ
で
医
療
分
が
１

万
円
ア
ッ
プ
し

万
円

52

鶴
岡
市
国
民
健
康
保
険

運
営
協
議
会
（
佐
藤
博
幸

会
長
）
が
６
日
開
か
れ
、

平
成

年
度
の
国
保
税
の

27

取
扱
い
な
ど
が
審
議
さ

れ
、
委
員
と
し
て
出
席
し

た
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
課

税
限
度
額
が
引
き
上
げ
さ

れ
る
予
算
案
に
反
対
し
ま

し
た
。

年
度
は
赤
字
見
込
み

26
鶴
岡
市
の
国
保
会
計

は
、

年
度
に
税
率
を

25

14

・
３
％
引
き
上
げ
、
黒
字

決
算
と
な
り
ま
し
た
が
、

年
度
は
約
３
億
円
の
赤

26字
と
な
る
見
込
み
で
、
基

金
か
ら
１
億
円
を
繰
り
入

れ
る
予
定
で
す
。

現
在
５
億
５
千
万
円
あ

る
基
金
は

年
度
に
は
枯

28

渇
す
る
と
見
て
い
ま
す
。



土木課入札結果（ ）内は予定価格
2月5日入札分

・中野京田アンダー排水施設改修工事
(有)山東設備 3,600,000円（3,645,000円）工期～3/31（落札率98.8％）
・道形町７号線ほか１路線道路改良工事(債務負担行為)（道形町地内）
エスケイ建設(有) 3,550,000円（4,311,000円）工期～5/29（落札率82.3％）
・道田町１号線道路改良工事(債務負担行為)（道田町地内）
低入札価格調査のため落札決定保留中（7,027,000円）工期～6/12
・勝福寺４号線道路改良工事(債務負担行為)（勝福寺地内）
(株)菅興業 3,470,000円（4,678,000円）工期～5/25（落札率74.2％）
・工業団地大揚線道路側溝改良工事（宝田一丁目地内）
(株)ユーエル 2,100,000円（2,316,000円）工期～3/30（落札率90.7％）

○ 国保税の軽減判定所得の見直し

① ２割軽減

（現行）基準額 33万円＋45万円×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋47万円×被保険者数

② ５割軽減

（現行）基準額 33万円＋24.5万円 ×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋26万円 × 被保険者数

（
１
面
の
つ
づ
き
）

平
成

年
度
か
ら
は
１
件

27

１
円
以
上
と
な
り
、
全
医

療
費
に
拡
大
さ
れ
、
事
業

規
模
は
２
・
５
倍
に
膨
ら

み
ま
す
。

１
件

万
円
を
超
え
る

80

医
療
費
は
、
高
額
医
療
費

共
同
事
業
（
国
４
分
の
１
、

県
４
分
の
１
、
市
町
村
２

分
の
１)

で
実
施
。

鶴
岡
市
で
は
比
較
的
に

医
療
費
が
小
さ
か
っ
た
こ

と
か
ら
拠
出
超
過
が
こ
れ

ま
で
毎
年
１
億
円
超
と
な

り
、
医
療
費
の
多
い
自
治

体
を
支
え
て
い
ま
し
た

が
、
県
の
財
政
調
整
交
付

金
に
よ
る
補
て
ん
や
配
分

調
整
の
実
施
が
決
ま
り
、

年
度
は
８
７
８
万
円
の

27超
過
額
に
激
減
す
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
町
村
国
保
の

財
政
運
営
を
都
道
府
県
に

移
行
し
、
県
一
本
化
と
な

る
「
広
域
化
」
に
つ
い
て
、

平
成

年
度
か
ら
実
施
す

30

る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、
今

通
常
国
会
に
医
療
保
険
制

度
改
革
関
連
法
が
上
程
さ

れ
て
い
ま
す
。

そ
う
な
れ
ば
、
県
が
市

町
村
ご
と
の
分
賦
金
や
国

菅
井
い
わ
お
市
議
ブ
ロ

ッ
ク
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」

が
８
日
大
山
コ
ミ
セ
ン
で

開
催
さ
れ
、
１
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
、
後
援

会
代
表
の
佐
藤
光
雄
氏
は

「
日
本
共
産
党
が
総
選
挙

で
躍
進
し
た
力
を
発
揮
し

て
い
る
」
「
国
民
の
願
い

を
届
け
、
政
治
を
変
え
る

た
め
、
も
っ
と
大
き
な
党

に
し
よ
う
」「
県
議
選
で
、

関
と
お
る
さ
ん
を
、
「
議

席
（
関
）
と
お
る
」
に
し

よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

昨
年
の
農
業
委
員
選
挙

で
初
当
選
し
た
荻
原
優
太

氏
は
、
「
後
継
者
不
足
の

元
凶
、
米
価
暴
落
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
農
政
改
悪
に
苦
し
む

農
家
の
思
い
を
と
ど
け
て

ゆ
き
た
い
」
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

菅
井
市
議
は
、
国
政
で

暴
走
す
る
安
倍
政
権
の
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に

ふ
れ
「
戦
後

年
目
の
節

70

目
の
年
に
、
安
倍
政
権
は

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
改
憲
も
た
く
ら
ん

で
い
る
。
子
ど
も
や
孫
た

ち
の
た
め
に
も
、
憲
法
９

条
を
守
り
活
か
す
政
治
の

の
暮
ら
し
を
守
る
防
波
堤

の
役
割
を
果
た
し
て
ゆ

く
。
そ
し
て
そ
の
声
を
県

政
に
届
け
る
た
め
に
も
県

議
選
で
は
、
鶴
岡
か
ら
共

産
党
の
県
議
・
関
さ
ん

を
、
皆
さ
ん
の
力
で
送
り

出
し
て
く
だ
さ
い
」
と
重

ね
て
訴
え
ま
し
た
。

関
と
お
る
県
議
予
定
候

補
も
挨
拶
に
立
ち
、
「
自

民
党
が
多
数
を
占
め
る
県

議
会
に
、
共
産
党
の
議
席

を
増
や
し
て
も
ら
い
た

い
。
こ
の
鶴
岡
か
ら
、
私

を
送
り
出
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
熱
意
を
こ
め
て
訴

え
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
つ
き
た
て

の
餅
を
食
べ
な
が
ら
、
三

味
線
や
オ
カ
リ
ナ
の
演

奏
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど

で
楽
し
み
、
県
議
選
必
勝

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

実
現
の
た
め
に

頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
、

消
費
税
増
税
や

社
会
保
障
改
悪

に
対
し
て
「
連

続
す
る
改
悪
に

対
し
て
、
市
民

挨拶する関県議予定候補

減
の
所
得
基
準
が
引
き
上

げ
さ
れ
対
象
世
帯
が
拡
大

さ
れ
、
鶴
岡
市
で
は
約
３

０
０
世
帯
が
増
加
す
る
と

見
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
一
部
負
担
金

で
は
１
割
負
担
だ
っ
た
70

歳
か
ら

歳
の
特
例
措
置

74

が
、
平
成

年
度
に

歳

26

70

に
到
達
す
る
人
か
ら
２
割

負
担
に
な
り

年
度
は
２

27

年
目
と
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
所
得
区

分
が
今
年
１
月
か
ら
３
区

分
が
５
区
分
に
さ
れ
、
上

位
所
得
者
の
限
度
額
が
引

き
上
げ
さ
れ
、
一
般
所
得

者
の
限
度
額
の
一
部
が
引

き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

６
日
、
鶴
岡
市
議
会
会

派
代
表
者
会
議
が
行
わ

れ
、
市
が
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
「
松
ヶ
岡
歴
史
的

建
造
物
保
存
・
活
用
事

業
」
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

説
明
に
よ
る
と
、
致
道

博
物
館
及
び
松
ヶ
岡
物
産

が
所
有
す
る
松
ヶ
岡
の
養

蚕
施
設
約

棟
と
土
地
を

10

鶴
岡
市
が
買
い
上
げ
、
保

存
・
伝
承
す
る
と
と
も
に

新
た
な
観
光
拠
点
と
し
て

内
外
か
ら
人
を
呼
び
込
む

と
い
う
も
の
で
す
。

計
画
で
は
、
今
年
７
月

ま
で
、
歴
史
的
建
造
物
活

用
基
本
計
画
を
策
定
し
９

月
議
会
に
財
産
取
得
の
補

正
予
算
を
提
案
す
る
と
し

て
い
ま
す
。

管
理
運
営
は
、
現
在
所

有
す
る
致
道
博
物
館
、
松

ヶ
岡
物
産
を
主
と
し
た
法

人
を
つ
く
り
指
定
管
理
で

行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
文
化
庁
が
東
京

五
輪
ま
で
１
０
０
カ
所
程

度
と
す
る
「
日
本
遺
産
」

へ
の
認
定
を
め
ざ
す
と
し

て
い
ま
す
。

保
税
の
標
準
額
を

決
め
、
市
町
村
は

国
保
税
の
徴
収
と

加
入
者
の
資
格
管

理
・
保
険
給
付
の

決
定
、
保
健
事
業

の
実
施
等
を
お
こ

な
い
、
医
療
費
削

減
と
徴
収
強
化
に

駆
り
立
て
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま

す
。

５
割
・
２
割

軽
減
の
拡
大

法
令
等
に
よ
る

制
度
改
正
で
、
低

所
得
者
の
税
額
軽

４
日
、
鶴
岡
民
主
商
工

会(

菅
原
健
一
会
長)

の
新

春
の
つ
ど
い
が
鶴
岡
市
内

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

菅
原
会
長
は
「
消
費
税

増
税
で
困
難
が
続
く
が
、

春
の
大
運
動
を
成
功
さ
せ

営
業
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
」

と
あ
い
さ
つ
。

婦
人
部
や
青
年
部
の
余

興
、
庄
内
産
直
セ
ン
タ
ー

の
餅
つ
き
な
ど
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

共
産
党
か
ら
は
、
関
徹

前
市
議
が
あ
い
さ
つ
、
加

藤
太
一
市
議
が
来
賓
と
し

て
参
加
し
ま
し
た
。


